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編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

別紙様式第5-1号

１．教育基本法の「平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質」の育成という教育の目的に資するために，以下の
資質・能力を育成できるようにしました。
①社会に対する関心を高め，現代社会の在りようや，我が国や世界が直面する現代的な諸課題を正しく認識するための，社
会科の基礎的・基本的な知識や概念，技能を確実に身に付けられます。

②我が国や世界が直面する現代的な諸課題を考察し，解決策を考えるための，多面的・多角的な思考力，公正な判断力，豊
かな表現力を身に付けられます。

③グローバル化や人工知能といった技術革新，少子高齢化など，急速に変化する現代社会にあって，我が国や世界が直面す
る諸課題を他者と協働して解決し，持続可能な社会を実現するための，主体的に社会に参画する意識や態度を養えます。

２．効果的なカリキュラム構成のために，以下の点に留意しました。
①小・中学校を合わせた7年間で学習する「社会科」の位置付けを重視し，小学校社会科との系統性を高め，中学校社会科
の地理・歴史・公民3分野の関連を図り，併せて地図帳と連携した学習を展開できます。

②カリキュラム・マネジメントの観点から，他教科の学習内容との関連を図り，中学校での学習全体で教育の目的が実現できます。

1. 編修の基本方針

この教科書で
育てたい資質・能力と
目指す中学生の姿

カリキュラム・マネジメント

社会的な見方・
考え方を働かせた，
課題解決的な
学習のプロセス

現代的な
諸課題人権

平和

情報
技術

伝統
文化

防災
安全

環境
エネルギー

諸課題を多面的・多角的に考察し，
社会の在るべき姿や解決策を構想して，

社会に発信できる

多面的・多角的な思考力，
公正な判断力，
豊かな表現力を持つ

日本や世界が直面する諸課題や，
その解決に向けたプロセスを理解し，

身に付ける

基礎的・基本的な
知識・概念や
技能を身に付ける

現代的な諸課題に関心を持ち，他者と協働しながら，
自分にできることを実践できる

持続可能な社会の形成に参画する

小中の系統性，3分野の関連，地図帳との連携，他教科との関連を図った構成

※受理番号

31-27

※発行者の
番号・略称

学　校

中学校

教　科

社会

種　目

社会（歴史的分野）

学　年

第1～3学年

※教科書の
記号・番号 ※教　科　書　名

豊かな学びが
未来を拓く

「主体的・対話的で深い学び」を通じて，持続可能な社会の実現に向けて
「今を問い，未来をともに拓く力」を育てます。

２ 東書 歴史 705 　　新しい社会　歴史
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・同一の写真・グラフ・地図を3分野共通で掲載し，他分野との関連をマークで示すことで，一つの事象を地理・歴史・公
民の各分野の視点から多面的・多角的に考察する力を育てられます。

・3年間の社会科学習全体で，教科用図書地図との連携を図り，学習内容の理解を深められます。
・他教科の学習との関連箇所にはマークを付して連携を図ることで，社会的事象について多面的・多角的に考察できます（本
紙5ページ参照）。

特色 3

特色 4

　　　　知識・概念や技能の定着　確実な定着に導く知識・技能の体系化
・中学校社会科で習得すべき知識や概念を，発達段階に応じて過不足なく盛り込みました。特に，歴史学習を進める上で生徒
がつまずきやすい事項は，巻末の「用語解説」で補足説明し，確実に定着できます。

・歴史学習に必要な技能については，資料の読み取り方や調べ学習を行う際の手法などを「スキル・アップ」で紹介し，その技
能を活用するコーナーも設けることで，発達段階に応じて確実に定着できます。
　　　　思考力・判断力・表現力の涵養　問いを軸にした課題解決的な構成と「見方・考え方」の活用
・各単元（章）の学習を，単元全体を貫く問いである「探究課題」と，節ごとの課題である「探究のステップ」，1単位時間の学習
のめあてである「学習課題」の3段階の問いで構造化し，細かいステップで課題を解決していくことで，思考・判断した内容を，
適切に表現する力を身に付けられます。

・「時期や年代」「推移」「比較」「相互の関連」「現在とのつながり」という歴史的な見方・考え方を歴史学習の冒頭（第1章1節）
で捉え，それ以降の「チェック＆トライ」「探究のステップ」「探究課題の解決」「見方・考え方コーナー」などで働かせる
ことで，思考・判断を深められます。
　　　　課題を解決し未来を拓く力の育成　持続可能な社会の形成に主体的に参画する力の育成
・領土をめぐる問題や地球環境問題など，我が国や国際社会が抱える現代的な諸課題の歴史的な経緯を取り上げることで，そ
の背景に目を向け，解決策について具体的に考えられます。

・歴史学習の過程で「みんなでチャレンジ」などの対話的な学習の場面を設けたり，歴史学習のまとめで学習内容を振り返り，
持続可能な社会の実現に向けて構想したりすることで，知識・概念・技能や思考力・判断力・表現力を活用して積極的に社
会参画し，他者と協働しながらより良い社会を築こうとする意識と態度を養えます。
　　　　カリキュラム・マネジメント　小中の系統性，3分野の関連，地図帳との連携，他教科との関連
・第1章に小学校社会科で学習した人物・文化財・出来事を振り返る活動を設けるとともに，各単元（章）の導入部でも小学校
の学習内容を用語や写真で振り返ることで，小学校の学習から中学校の学習へと円滑に接続できます。

・持続可能な社会の実現のために解決すべき，「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文化」「防災・安全」「情報・技術」
に関わる課題を，特設ページ「もっと地理・歴史・公民」に3分野共通で取り上げることで，地理・歴史・公民それぞれの視
点から考察できます（下表）。

特色 1

特色 2

学習単元

単元（章）全体を
貫く問いの設定

1時間の授業ごとの
学習のめあての提示

学習課題の
解決

探究課題の
解決を補助する
節ごとの問い

基礎的・基本的
な知識や技能の

確認

時代を
大観する
活動

学習課題

学習課題

学習課題

学習課題

チェック＆トライ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

導
入
の
活
動

課
題
解
決
的
な
学
習
の
流
れ

探
究
課
題

探
究
の
ス
テ
ッ
プ

基
礎
・
基
本
の
ま
と
め

ま
と
め
の
活
動

探
究
課
題
の
解
決

テーマ／教材 地理的分野 歴史的分野 公民的分野
環境・
エネルギー

日本の
エネルギー問題 日本のエネルギーのあらまし 日本のエネルギーのこれまで これからの日本のエネルギーを

考える

人権・平和 アイヌ民族 現代に受けつがれる
アイヌ民族の文化 アイヌ文化とその継承 先住民族としてのアイヌ民族

伝統・文化 オリンピック・
パラリンピック

オリンピック・パラリンピック
と東京

オリンピック・パラリンピック
と日本

オリンピック・パラリンピック
と日本の心

防災・安全 震災・復興 震災から命を守る 震災の記憶を語りつぐ 東日本大震災からの復興と防災
―仙台市を例に考える

情報・技術 情報化による
社会の変化 情報化がアフリカ社会を変える メディアの発達が日本を変えた 新しい情報技術で社会が変わる

●3分野の関連で扱った「もっと地理・歴史・公民」
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2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
各単元に共通する内容

・歴史的な見方・考え方を活用して取り組む場面に「見
方・考え方」のコーナーを設けたり，マークを付した
りして，より深い思考・判断ができます（第1号）。

26，32，35，
182，235ペー
ジなど全体で
82か所

・小集団での参加型学習「みんなでチャレンジ」を設ける
ことで，本文での学習内容を確実に理解させ，話し
合いなどの対話的な活動を通じて学習を深められま
す（第1号・第2号）。

34，67，132，
171，231，263
ページなど全
体で 40か所

・学習に必要な技能を身に付けさせる「スキル・アップ」を，
「集める」「読み取る」「まとめる」の三つの側面で設け，
歴史学習に必要な技能を確実に定着できます（第1号）。

9， 1 1， 3 7，
131，189 ペー
ジなど全体で
20か所

・小学校社会科や「スキル・アップ」で身に付けた技能を活用して取り組む場面には，「集
める」「読み取る」「まとめる」のコーナーなどを設け，各技能を定着・習熟できます（第
1号）。

26，31，41，
43，75ページ
など全体で 74
か所

・絵画資料を大きく取り上げる
「資料から発見！」を設け，資料
読解の技能を高めるとともに，
文化財を通じて我が国の伝統と
文化に誇りを持てます（第1号・
第5号）。

52-53，88-89，
138-139，174-
175ページ

・本文での学習内容に関連した「も
っと歴史」を設け，本文の学習内
容を基に，もっと深めたり，広
げたり，異なる視点で捉えたり
しながら学習できます（第1号）。

54-55，90-91，
140-141ページ
など全体で 8
教材

・身近な地域の歴史を調
べる学習の事例を各時
代に設け，郷土の歴史
に目を向け，郷土を愛
する心を育てられます
（第5号）。

左記参照

・本文での学習内容を補充する「歴史にアクセス」を設け，関連した知識を確実に習得で
きます（第1号）。

49，229，253
ページなど全
体で 36か所

人物コラム ・歴史上の人物を扱ったコラムを豊富に設け，我が国の歴史に誇りと愛情を持てます。
また，近代以降の人物については出身県を入れることで，郷土の偉人を確認できます
（第5号）。

48，68，189，
212，265ペー
ジなど全体で
57か所

平易な文章 ・幅広い視野から社会的事象の意味を確実に理解し，考察できるように，文章を平易に
記述しました（第1号）。

全体

国宝
重要文化財
世界遺産
世界の記憶
無形文化遺産

・歴史の中で残されてきた国宝や重要文化財，世界自然遺産・文化遺産，世界の記憶，
無形文化遺産にはマークを付すことで，我が国や世界の伝統と文化に目を向け，尊重
する態度を養えます（第5号）。

全体

○教育基本法第2条の各号に定められた教育の目標を実現するために，教科書全体を通して，以下のような配慮をしています。

➡182ページ

➡88-89ページ

関連

歴史

歴史に

時代 事例 地域 ページ
古代 大陸への玄関口・福岡 福岡県福岡市 56-57
中世 戦国時代の城下町・一乗谷 福井県福井市 92-93
近世 会津藩の政治と産業 福島県会津若松市 142-143
近代前半 多文化共生都市・神戸 兵庫県神戸市 200-201
近代後半 東京大空襲の記憶を伝える 東京都台東区・墨田区 244-245
現代 広島の復興と平和への思い 広島県広島市 276-277

➡132ページ
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単元ごとの内容
巻頭・巻末 ・代表的な国宝・重要文化財や主な史跡を紹介し，我が国の伝統や文化を理解できます（第

5号）。
・巻頭言で，持続可能な社会の実現に向けて歴史から学ぶことの重要性を取り上げ，よ
り良い社会の形成に主体的に参画する態度を養えます（第3号）。

巻頭 1- 巻頭 2，
巻末 2- 巻末 3，

巻頭3-1ページ

第1章
歴史へのとびら

・小学校で学習した人物や文化財などのイラストを大きく掲載し，歴史学習への興味・
関心を高めながら，円滑に導入できます（第1号）。

・歴史的な見方・考え方を解説するとともに，
年表に関する「スキル・アップ」を設け，歴史
学習の基盤となる見方・考え方や技能を習得
できます（第1号）。

・身近な地域の歴史を調べる際の手順を丁寧に
説明し，地域社会に積極的に関わり，主体的
に社会の形成に参画する意識と態度を養えま
す（第3号）。

6-7ページ

8-13ページ

14-17ページ

第2章
古代までの日本

・歴史地図・文献資料・系図・絵巻物の読み取りに関する「スキル・アップ」を設け，歴
史学習で重要な技能を養い，主体的に学習を進められます（第1号）。

・日本の神話やそれを題材にした神楽を取り上げる「もっと歴史」を設け，我が国の伝統
が現在の社会にも息づいていることが理解できます（第5号）。

25，33，37，
53ページ

54-55ページ

第3章
中世の日本

・モンゴル帝国の拡大によるユーラシア世界の成立や，東アジアにおける朝貢について
扱い，我が国の歴史を国際的な視点から捉えられます（第5号）。

・現代まで続く文化を屏風絵から読み取らせる「資料から発見！」や，琉球文化を扱う「も
っと歴史」を設け，我が国の伝統や文化を捉えられます（第5号）。

74-75，90ペー
ジ

88-89，90-91
ページ

第4章
近世の日本

・浮世絵を読み取る「資料から発見！」を設け，日本の文化が世界に影響を与えたことを
取り上げ，日本の文化の国際性を理解できます（第5号）。

・アイヌ文化について扱う「もっと歴史」を設け，我が国における文化の多様性に気付き，
多様性を尊重する態度を養えます（第3号）。

138-139ページ

140-141ページ

第5章
開国と近代日本
の歩み

・我が国が抱える領土をめぐる問題の背景を取り上げ，領土編入の経緯について理解し，
国際平和のために解決すべき課題を捉えられます（第5号）。

・公害問題の原点といわれる足尾銅山鉱毒事件を「歴史にアクセス」で取り上げ，環境保
全への意識を高められます（第4号）。

・「地域の歴史を調べよう」で，地域における宗教や文化の多様性と共生について取り上げ，
多文化共生の態度を養えます（第3号）。

178-181ページ

195ページ

200-201ページ

第6章
二度の世界大戦
と日本

・人物コラムや「歴史にアクセス」で，国際的に活躍し評価される日本人を取り上げ，勤
労観の基礎を養えます（第2号）。

・「地域の歴史を調べよう」で，生徒が平和について考察・構想し発信する活動を取り上げ，
国際平和に向けて主体的に取り組む態度を養えます（第5号）。

212，233ページ

244-245ページ

第7章
現代の日本と私
たち

・日本の近現代のエネルギーの歴史について取り上げる「もっと歴史」を設け，エネルギ
ー問題に対する意識を高められます（第4号）。

・歴史上の震災とその教訓の継承を取り上げる「もっと歴史」を設け，防災意識を高め，
安全なまちづくりに主体的に参画する意識を養えます（第3号）。

・「地域の歴史を調べよ
う」で，地域の将来に
ついて構想し提案す
る活動を取り上げ，地
域づくりに主体的に
参画する態度を養え
ます（第3号）。

272-273ページ

274-275ページ

276-277ページ

➡13ページ

➡277ページ
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■全ての生徒が使いやすい紙面への配慮　～特別支援教育への配慮やユニバーサルデザインの取り組み～

・特別支援教育の観点から，立体感や陰影のある表現を省いた「フラットデザイン」を採
用し，従来掲載していたキャラクターを本文ページからなくすことで，学習者が学習
に必要な情報に集中できるようにしました。

・資料の掲載部分を，文字などの読み取りに支障のない地色を敷いて区別することで，
紙面の構造を明確化し，特別支援教育の観点での学習のしやすさを向上させました。

・ユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用することで，文字の視認性を向
上させました。

・振り仮名には読み取りやすいゴチック体を採用し，視認性をしっかりと確保した上で，黒色を抑えることで，振り仮名が
多い文章での雑然とした印象を軽減し，読み取りやすさを向上させました。

・グラフや地図などでは，色覚特性がある生徒にも見分けやすい色を
使用しました。また，文字に縁取りをしたり，凡例を使用しないで
図中に直接示すようにしたり，グラフでは読み取りづらい破線や点
線を減らしたりしました。

■今日的な課題への取り組み～五つのテーマで持続可能な社会の
　実現に向けた諸課題を捉えられる～
・本紙2ページの表で挙げた，3分野の関連で扱っている内容をはじめ，
「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文化」「防災・安全」「情報・
技術」の五つのテーマで，持続可能な社会の実現のために解決すべき
課題を「歴史にアクセス」や「もっと歴史」などで取り上げ，テーマを
マークで示すことで，現代社会の諸課題を捉え，その解決に向けた
構想ができるようにしました。

・再生紙と植物油インキを使用し，環境に配慮しました。

■学校教育を取り巻く諸課題への取り組み～より良い指導や学びを
　サポートする～

・様々な教科の教科書を持ち歩く生徒の負担に配慮して，過度な重量
にならないように，ページ数を抑え，軽くて裏写りせず，強度の高
い紙を使用しました。

・必要な学習内容をしっかりと確保しながら，単元や1単位時間の紙
面の構造を明確化することで，先生方の教材研究や授業準備の時間
を短縮できます。

・資料には見開き単位で通し番号を付け，対応する本文の上に当該の
図番号を付すなど，先生方が授業で指示しやすくなっています。

・社会科以外の様々な教科でも取り扱っている学習内容には，マーク
を付すことで，他教科の学習との連携を通して，社会的事象や現
代的な諸課題を，より深く理解できます。

・インターネットを活用した学習が効果的な部分にはDマークや二
次元コードを付して，専用のウェブページなどから，学習をサポ
ートする情報が得られます。関連する他分野の紙面や，他教科の
紙面も参照できます。

　 8，18，165，180ページなど
・制度化された学習者用デジタル教科書を発行予定です。

紙面の読み取りやすさの向上

色覚特性への配慮

51，130，239，240-241ページなど

指導しやすさ・学びやすさの確保

カリキュラム・マネジメントの支援

15，51，195，273，274ページなど

教育のICT化への取り組み

３.上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

➡242ページ

➡274ページ

➡274ページ

➡8ページのDマークのコンテンツ
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編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

別紙様式第5-2号

※受理番号

31-27

※発行者の
番号・略称

学　校

中学校

教　科

社会

種　目

社会（歴史的分野）

学　年

第1～3学年

※教科書の
記号・番号 ※教　科　書　名

２ 東書 歴史 705 新しい社会　歴史

1. 編修上特に意を用いた点や特色

①構造化された「問い」を軸にする課題解決的な単元構成で，「主体的な学び」が実現できる
●単元（章）の導入部で，導入の活動を通して単元全体を貫く「探究課題」を立て，1単位時間の「学習課題」や「チェック＆ト

ライ」，節ごとの課題である「探究のステップ」の積み重ねを通じて解決する，「問い」を軸に構造化された課題解決的な
学習の流れで，生徒の思考力・判断力・表現力を効果的に高められます。

　　　　　　　　　　　　単元（章）の導入部では，多様な活動を
通して，小学校の学習を振り返りながら「探究課題」を立てるこ
とで，学習への興味・関心を高めながら円滑に学習に入れます。

　
　　　　　　　　　　　　　　　1単位時間の学習では，学習のめ

あてとなる「学習課題」を提示し，学習の終わりに，基礎事項を
確認する「チェック」と，要約や説明などをする「トライ」の2段階
の問いで学習課題を解決することで，学習内容の定着が図れます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　各節の冒頭と「基礎・基本のまとめ」のペ

ージに示した「探究のステップ」で，学習
内容を振り返って整理することで，1単
位時間の学習の積み重ねを，「探究課題
の解決」へと円滑につなげられます。

　
　　　　　　　　単元（章）の終結部には
「まとめの活動」を設け，「思考ツール」を
使って学習内容を整理しながら，各時代
を大観し，時代の特色を捉えられます。

　

導入の活動／探究課題

18-19，62-63，98-99 ページなど

学習課題／チェック＆トライ

探究のステップ／探究課題の解決

58-59，94-95，144-145 ページなど

まとめの活動

60-61，96-97，146-147 ページなど

新学習指導要領の改訂点への対応1

学習単元

単元（章）全体を
貫く問いの設定

1時間の授業ごとの
学習のめあての提示

学習課題の
解決

探究課題の
解決を補助する
節ごとの問い

基礎的・基本的
な知識や技能の

確認

時代を
大観する
活動

学習課題

学習課題

学習課題

学習課題

チェック＆トライ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

導
入
の
活
動

課
題
解
決
的
な
学
習
の
流
れ

探
究
課
題

探
究
の
ス
テ
ッ
プ

基
礎
・
基
本
の
ま
と
め

ま
と
め
の
活
動

探
究
課
題
の
解
決

➡18-19ページ（単元の導入部）

➡40ページ（学習課題）

➡41ページ

⬆59ページ（探究のステップと探究課題の解決） ⬆60-61ページ（まとめの活動）

（チェック＆トライ）
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②小集団での参加型学習のコーナーで，「対話的な学び」が実現できる
●小集団での参加型学習である「みんなでチャレンジ」を，課題追究のポイントとなる

1単位時間の学習や「導入の活動」「まとめの活動」などに設け，対話的な学習の場面
を作ることで，他者との協働を通じて思考力・判断力・表現力を高められます。

　

③見方・考え方を捉え，働かせるプロセスを通じて，
　「深い学び」が実現できる

●第1章1節で歴史的な見方・考え方を捉え，それ以降で働かせるという構成を通じて，
歴史的事象をより深く理解するとともに，思考力・判断力を高められます。

　　　　　　　　　　　　　　第1章1節で，学習指導要領で示されている「時期や年代」「推移」「比較」「相互の関連」「現在
とのつながり」の五つの歴史的な見方・考え方を取り上げ，「みんなでチャレンジ」などの活動を通じて，無理なく確実
に身に付けられます。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　学習指導要領で示されている歴史的
な見方・考え方や「着目点」を，「探究課題」や「探究のステップ」，「学習課
題」，「チェック＆トライ」に反映させ，歴史的事象を深く捉えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　「見方・考え方コーナー」や「みんなでチャ
レンジ」，「導入の活動」や「まとめの活動」などに，歴史的な見方・考え方
を働かせる場面を設け，その種類を明示することで，見方・考え方を意
識しながら学習を進められます。

④SDGsなどの，現代的な諸課題を解決するための意識と態度を育てる
●歴史学習の終わりに国際連合の「持続可能な開発目標（SDGs）」を取り上

げることで，SDGsについて理解し，課題意識を高められます。
　

●社会科の3年間の学習を貫く「環境・エネルギー」「人権・平和」「伝統・文
化」「防災・安全」「情報・技術」の五つのテーマで，様々な課題や克服の
ための取り組みを扱い，現代的な諸課題の解決に向けた意識と態度を育
てられます。

・　　　　　　　公害問題と克服への取り組みを本文ページで取り上げる
とともに，日本のエネルギーの変遷を扱う「もっと歴史」を設け，環境や
エネルギーの問題への意識を高められます。
159，195，263，270，272-273 ページなど

・　　　　　　　同和問題や，アイヌ民族，琉球王国，在日韓国・朝鮮人
の歴史を，ページを割いて扱い，人権尊重・多文化共生の意識を高めら
れます。

　・　　　　　　　※本紙4ページ参照
・　　　　　　　歴史上の災害やそれを乗り越えてきた人々の姿，歴史上

の防災対策を，本文ページや「もっと歴史」で取り上げ，防災への意識や
態度を養えます。

・　　　　　　　我が国におけるメディアの発達とそれに伴う社会や文化
の変容について，本文ページや「もっと歴史」で取り上げ，現在の情報環
境の成り立ちを歴史的に捉えられます。

　

●「歴史のまとめ」のページを設け，上記の五つのテーマから歴史の学習を
振り返り，持続可能な社会について構想することを通じて，より良い社
会の形成に主体的に参画する態度を養えます。

34，67，132，171，231，263 ページなど

見方・考え方を捉える場面

6-13ページ

見方・考え方を踏まえた課題追究

見方・考え方を働かせる場面

26，32，35，111，235 ページなど

270-271ページ

環境・エネルギー

人権・平和

87，90-91，122-123，140-141，240-241，253 ページなど
伝統・文化
防災・安全

130，221，270-271，274-275 ページなど
情報・技術

173，198-199，220-221，264-265 ページなど

282-283ページ

➡11ページ

➡171ページ

⬆140ページ

⬆198ページ

⬆26ページ（上），235ページ（下）
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①見開き1単位時間の構成で，柔軟な指導計画の作成が可能
●本文は見開き2ページで1単位時間を原則にしています。
●目次・索引などを除いたページ数は278ページで，標準授業時数135単位時間のうち，5単位時間の予備時間を設け，

柔軟な指導計画の作成が可能です。
②バランスの良い配当時数

●授業時数は，歴史学習の導入に1単位時間，第1章に6単位時間，第2章に19単位時間，第3章に15単位時間，第4章に
23単位時間，第5章に27単位時間，第6章に19単位時間，第7章に14単位時間，身近な地域の歴史の調査に6単位時間
を配当しており，適切な配当といえます（本紙5ページの「対照表」参照）。

③学習指導要領の内容に沿った構成と理解しやすい本文記述
●内容の程度・範囲は，学習指導要領に示された内容を基に構成し，文章も敬体（ですます体）を用い，因果関係を明確に

記述する一方，中学生の発達段階を考慮した，平易な表現を使用しています。

①歴史的分野の基礎的・基本的な知識・概念を確実に定着させる
●見開き1単位時間の紙面を，「興味・関心を喚起する導入資料→学習のめあてを示す『学習課題』→丁寧で分かりやすい本

文→学習内容の整理とまとめ『チェック＆トライ』（右ページ下）」の流れで構造化し，学習内容が確実に定着できます。
●各単元（章）の終結部には，学習した知識・概念や技能を確認する「基礎・基本のまとめ」を設け，定着の確認と振り返り

ができます。
●歴史の学習を進める上で必要不可欠な事項や，生徒がつまずきやすい事象については，巻末の「用語解説」で簡潔な説明

を加えることで，確実に定着できます。

58-59，94-95，144-145ページなど

284-289ページ

①ICTを活用したカリキュラム・マネジメントを
　可能にする教材構成

　　　　　　　　　　第1章1節に，小学校の学習指導要領で示さ
れた42人の人物や文化財，出来事を振り返る活動を設け，中学
校での歴史学習に円滑に導入できます。

　　　　　　　　　　各単元（章）の導入部で，小学校社会科で学
習した内容を資料や年表で振り返る活動を設け，小・中の学習
を円滑に接続できます（本紙1ページ参照）。

　
　　　　　　　　3分野共通の五つのテーマ（本紙2ページ参照）に

ついての題材や，分野をまたがる共通の資料を扱い，分野関連
マークを付すことで，多面的・多角的な学習ができます。

　
　　　　　　　　　他教科でも扱う学習内容には，教科関連マークを付し，教

科を横断した学習の確認ができます。
　
　　　　　　　　　　　Dマークや二次元コードが付いている部分では，教科

書5ページに掲載した二次元コード・URLなどからリンクすることで，地理
や公民の関連する紙面や，他教科の紙面を確認できます。また，生徒のつま
ずきを補うシミュレーションや動画などのコンテンツも収載しています。

　
　　　　　　　　　制度化された学習者用デジタル教科書を発行予定です。

②学習効果を高める写真や図表の工夫
●歴史研究の成果を踏まえ，復元写真や想像図など，歴史を実感できる資料

を豊富に掲載しています。
●資料を実物大で掲載したり，サイズを付したりして，具体的なイメージを

持って学習できます。

小・中の系統性①

6-11 ページ

小・中の系統性②

18-19，62-63，98-99 ページなど

3分野の関連

140-141，198-199，242-243，272-273，274-275 ページなど

他教科との関連

15，57，195，233，243，273，274 ページなど

Dマークコンテンツ

5，8，18，165，180ページなど

デジタル教科書

31，32，34 ページなど

20，33，34 ページなど

構成・配列2

内容の程度・分量3

学習指導要領・現代的な諸課題への対応4

➡31ページ

➡273ページ

➡272ページ

➡6-7ページ
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②資料収集・読み取りなど，歴史学習の基礎的な技能を確実に身に付けさせる
●年表や歴史地図，系図の読み取り方などの基礎的な技能を，様々な習得・活用場面を通

して身に付けられます。
・歴史学習の基礎的な技能を説明する「スキル・アップ」を設けるとともに，身に付けた技能

を確認する問題も適宜設け，確実に定着できます。
・技能を活用する「集める」「読み取る」「まとめる」のコーナーを設け，課題解決的な学習の

ための情報収集や読み取り，まとめの技能を身に付けられます。
　
・各時代に特徴的な絵画資料を，紙面を大きく使って取り上げる
「資料から発見！」を設け，資料読解の技能を高めるとともに，
歴史学習への関心を高められます。

　

③我が国の伝統や文化を，広い視野に立って考え，
　国土や歴史に対する理解と愛情を深める

●文化史に十分な紙面を割き，我が国の伝統や文化を着実に理解
できます。特に文学については，関連する国語教科書のページを
Dマークコンテンツ（本紙3ページ参照）で確認できます。

・巻頭・巻末には，代表的な国宝・重要文化財や主な史跡を取り上げ，我が国の伝統や文
化に対する関心を高められます。

・小学校の学習指導要領に示された42人の人物をもれなく取り上げるとともに，「人物コラ
ム」を設け，人物を手がかりにした歴史学習ができます。また，近代以降の人物について
は出身県を示し，郷土の偉人を確認できます。

　

●国宝・重要文化財，世界遺産，世界の記憶，無形文化遺産に
はマーク（ ）を付し，文化財を通して我が国の伝
統や文化に対する理解と愛情を育てられます。

●近代前半（第5章）には，我が国の領土をめぐる問題の歴史的背
景とその領有の経緯を取り上げ，問題を正しく理解し，解決
に向けての意識を高められます。

④公共の精神に基づき，主体的に社会に参画する態度を養う
●「地域の歴史を調べよう」で，時代が異なる六つの事例を紹介し，「テーマの設定→調査→考察→まとめ」の流れで構造化

して示すことで，より良い社会の形成者としての資質を養えます。特に近代後半（第6章）と現代（第7章）の事例では，身
近な地域の将来について構想し発信する場面を設け，社会参画への意識が高められます。

　
●「歴史のまとめ」では，歴史学習を持続可能な社会の観点から振り返ることで，持続可能な社会の実現に向けた態度を養

えます（本紙2ページ参照）。　

9，11，37，131，189，245ページなど

26，31，41，43，75ページなど

52-53，88-89，138-139，1７４ -175ページ

45，51，73，197，221ページなど

巻頭1-巻頭2，巻末2-巻末3

48，67，68，189，197，212，265ページなど

178-181ページ

244-245，276-277ページなど

282-283ページ

➡197ページ

➡189ページ

➡174-175ページ

➡180-181ページ

特別支援教育に関わる適切な配慮5
●特別支援教育の観点から，立体感や陰影のある表現を省いた「フラットデザイン」を採用し，学習者が学習に必要な情報

に集中できます。
●資料の掲載部分を，文字などの読み取りに支障のない地色を敷いて区別することで，紙面の構造を明確化し，特別支援

教育の観点での学習のしやすさを向上させています。
●教科書全体を通してユニバーサルデザインフォント（UDフォント）を使用し，文字の視認性を高め，読み取りやすさを

向上させています。
●色覚特性がある生徒にも見分けやすい色を使用するとともに，グラフや地図などでは，凡例を使用せずに図中に直接示

すようにしたり，読み取りづらい破線や点線を減らしたりしました。
●小さな文字が読み取りにくい生徒に配慮し，読み取りやすいゴチック体の振り仮名を採用し，視認性を確保しながら黒

色を抑えることで，紙面の雑然とした印象を軽減し，読み取りやすさを向上させています。
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2.対照表

①生徒が使いやすい造本面の工夫
●視覚的効果が高い幅広の判型（AB判）を用い，資料を豊富に掲載するとともに，写真や文字の鮮明さに留意し，見やす

く印象的な紙面構成になっています。
●様々な教科の教科書を持ち歩く生徒の負担に配慮して，過度な重量にならないように，ページ数を抑え，軽くて裏写り

せず，強度の高い紙を使用しました。 
●針金綴じを用いて製本するなど，造本は堅牢で，長期間の使用にも十分耐えられます。

②用紙等の環境への配慮
●用紙には，強度と発色性とを兼ね備えた質の高い再生紙を使用して環境に配慮するとともに，文字や図表，写真などの

資料が読みやすく，色映えするように工夫しています。
●印刷用のインキは，環境に配慮した植物油インキを使用しています。

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数
持続可能な社会の実現に向けて A-（1） 巻頭3-1ページ 1
第1章　歴史へのとびら A-（1）,（2） 6-17ページ 6
1節　歴史をとらえる見方・考え方
2節　身近な地域の歴史

A-（1）
A-（2）

6-13ページ
14-17ページ

4
2

第2章　古代までの日本 B-（1） 18-61ページ 19
1節　世界の古代文明と宗教のおこり
2節　日本列島の誕生と大陸との交流
3節　古代国家の歩みと東アジア世界
　●大陸の玄関口・福岡（地域の歴史を調べよう1）

B-（1）
B-（1）
B-（1）
A-（2）

20-29ページ
30-35ページ
36-51ページ
56-57ページ

5
3
8

（6）
第3章　中世の日本 B-（2） 62-97ページ 15
1節　武士の政権の成立
2節　ユーラシアの動きと武士の政治の展開
　●戦国時代の城下町・一乗谷（地域の歴史を調べよう2）

B-（2）
B-（2）
A-（2）

64-73ページ
74-87ページ
92-93ページ

5
7

（6）
第4章　近世の日本 B-（3） 98-147ページ 23
1節　ヨーロッパ人との出会いと全国統一
2節　江戸幕府の成立と対外政策
3節　産業の発達と幕府政治の動き
　●会津藩の政治と産業（地域の歴史を調べよう3）

B-（3）
B-（3）
B-（3）
A-（2）

100-113ページ
114-123ページ
124-137ページ
142-143ページ

8
5
7

（6）
第5章　開国と近代日本の歩み C-（1） 148-205ページ 27
1節　欧米における近代化の進展
2節　欧米の進出と日本の開国
3節　明治維新
4節　日清・日露戦争と近代産業
　●多文化共生都市・神戸（地域の歴史を調べよう4）

C-（1）
C-（1）
C-（1）
C-（1）
A-（2）

150-159ページ
160-167ページ
168-185ページ
186-197ページ
200-201ページ

5
4
9
6

（6）
第6章　二度の世界大戦と日本 C-（1） 206-249ページ 19
1節　第一次世界大戦と日本
2節 　大正デモクラシーの時代
3節　世界恐慌と日本の中国侵略
4節　第二次世界大戦と日本
　●東京大空襲の記憶を伝える（地域の歴史を調べよう5）

C-（1）
C-（1）
C-（1）
C-（1）
A-（2）

208-215ページ
216-221ページ
222-231ページ
232-239ページ
244-245ページ

4
3
5
4

（6）
第7章　現代の日本と私たち C-（2） 250-283ページ 14
1節　戦後日本の出発
2節　冷戦と日本の発展
3節　新たな時代の日本と世界
　●広島の復興と平和への思い（地域の歴史を調べよう6）
歴史のまとめ

C-（2）
C-（2）
C-（2）
A-（2）
C-（2）

252-255ページ
256-265ページ
266-271ページ
276-277ページ
282-283ページ

2
5
3

（6）
1

予備時間 5
合計 135

印刷・造本6

※予備時間は，生徒の自主的な学習活動の時間や評価などに充てる時間です。
※第2-7章の配当時数には，「導入の活動」（1時間）と，「基礎・基本のまとめ」「ま

とめの活動」（合わせて2時間）も含まれます。
※内容A-（2）の「身近な地域の歴史」は，第1章2節のほかに，「地域の歴史を調

べよう」の6事例を参考にして6時間を配当することを想定しています。


